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この時間の話題

「テーマ」ってなに？



インタープリテーション
国立公園等の来訪者と、地域の資源が持つ意味や
価値との間に、知的、感情的なつながりをつくる
インタープリテーションは「触発」すること・

復習
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インタープリテーション

「体験」と「ストーリー」 
　 のうながし　　   の共有

インタープリテーションの、基本的な方法は・・

国立公園等の来訪者と、地域の資源が持つ意味や価
値との間に、知的、感情的なつながりをつくる
インタープリテーションは「触発」すること・
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Michael Gross, Ron Zimmerman(2002)「Interpretive Centers」をもとに作図



Why （なぜ）:使命・目的 
What（何を）：扱うモノやコト 
・重要な資源：地域の重要な資源のリスト。 
・テーマ：メッセージ／ストーリー 
・望まれる来訪者の経験： 
　ビジターにどのような経験や体験をしてほしいか。 
Who（だれに）：利用者の類型と分析 

どのような利用者が来ているのか、あるいは来ていな
いのかを整理し、ターゲットを想定する。 

When Where （いつ、どこで） 

How（どうやって）：具体的なメディア 
インタープリテーションのメディア（プログラム、展示、
印刷物などの媒体）をリストアップする。

体験
ストーリー

IP全体計画の 
基本的な構成



公園の資源
what

目的
（保全・地
域振興）

why

ストーリー 
（テーマ）

what

来訪者体験

what

来訪者層
who

プログラム・媒体
ガイドプログラム、
展示、印刷物・・etc

how

景観、動植物、有形・無形文化財、・・etc

体験と 
ストーリーの 
デザイン



「テーマ に基づいたインタープリテーション」
は、現在のところIPの基本とされている。 

テーマは個別のプログラムと全体計画を関連付
けている

来訪者に伝えたいメッセージ（Take Home Message） 
来訪者と共有したい地域の「ストーリー」

テーマ 
とは？



テーマ ≠ トピック（話題） 
（テーマはトピックではない） 
テーマ ≒ メッセージ 
テーマ≒ ストーリー





小さな生き物が、巨大な生き物を助けている



例
「トピック」=話題（の範囲）

「テーマ」= メッセージ = ストーリー 
　　　　　　「平叙文」で書かれる

動物によるキツツキの巣穴の二次利用　

キツツキは、他の様々な動物の住処
（すみか）を創り出す、生態系の
『エンジニア』である。
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「平叙文」の特徴 
疑問文のように「？」で終わらない 
主語で始まり「。」で終わる 
「体言止め」をしない。



トピックで構成された展示の例
展示コーナーA「◯○山の生きもの」 
展示１：◯○山の昆虫 
展示２：◯○山の植物 
展示３：◯○山の動物 
・・・・・・・ 
展示コーナーB「◯○山の地質」 
展示１：◯○山の地誌 
展示２：〇〇の地層断面 
・・・・・・・ 
展示コーナーC「◯○山の歴史」 
展示１：縄文時代 
展示２：弥生時代

テーマで構成された展示の例

展示コーナーA 
「〇〇山の独特な景観は、自然と人
の長い営みによって創られた」 
・・・・・・・ 
展示コーナーB 
「○○山の生き物たちは、互いに関
わりながら生きている」 
・・・・・・・ 
展示コーナーC 
「○○山の自然の守るための、多く
の人たちの活動がある」



インタープリテーション
全体計画 

（公園や地域、ビジターセン
ターなどのインタープリテー
ションの全体計画） 

展示の計画 

テーマ

テーマ

ガイドプログラム
の計画 
テーマ

・多様な種や個体が競争しながら関
わり合い、つながっていきている。 
（事例：那須平成の森インタープリテーション計画）

ミズナラは多くの種類の動物に
栄養を提供し森の生き物たちを
支えている一方、巧みに動物を
利用して、種子を散布している。

キツツキは、他の様々な動物に
「すみか」を提供する生態系の
『エンジニア』である

テーマは個別のプログラムと全体計画を関連付けている



「ヨセミテ国立公園」 
ヨセミテの複雑でダイナミックな地質学的プロセスは、極
めて多様で変化に富んだ景観を作り出しており、世界有数
の風景と重要な科学研究の機会をもたらしています。

「東京都高尾ビジターセンター」 
高尾山は、世界的な大都市である東京の都心部から最も
近い山でありながら、千年以上も前より、それぞれの時
代の人々の想いによって守られ続け、今もなお日本有数
の生物多様性を残している。

テーマの記述事例



テーマ（まとめ） 

来訪者にに伝えたいメッセージ 
　（Take Home Message） 
来訪者と共有したい地域の「ストーリー」



「平叙文」で書く 
（疑問形や体言止めでなく、「・・・です。」で終わるような文） 
「触発」されるような魅力的な文章で・・（できるだけ） 
単なる説明でなく、意味や価値を含む。 
ガイドや解説の最後のまとめに言いそうなこと・・

テーマ文の作文のポイント




